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【拡大版】 Living device
Step up

「あたらさん」的 生活考
【あたら 可惜】とは「もったいない」の古
語で「あたらしい」の語源になったといわ
れています。【あたら＝もったいない】に

【さん＝ SUN ＝太陽】の恵みをプラスして、
さまざまな情報を発信しています。

「
も
っ
た
い
な
い
」を
具
現
化

　
避
暑
地
と
し
て
有
名
な
長
野
県
軽
井
沢
町
に
は

駅
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
私
の
子
ど
も
時
代
は
ど
の

駅
も
木
造
駅
舎
で
し
た
が
、
次
々
と
モ
ダ
ン
な
鉄

筋
構
造
の
駅
と
な
り
、
今
で
は
信
濃
追
分
駅
だ
け

が
昔
の
ま
ま
。「
い
い
駅
で
す
ね
～
」
と
し
み
じ

み
と
お
っ
し
ゃ
る
高
齢
者
、「
こ
の
駅
ヤ
バ
く
な

い
!?
」
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
大
学
生
。
観
光
客

で
賑
や
か
な
軽
井
沢
駅
や
、
図
書
館
と
一
体
で
機

能
的
な
中
軽
井
沢
駅
と
対
極
に
あ
っ
て
、
駅
前
に

お
店
１
軒
な
い
、
ひ
な
び
た
雰
囲
気
の
木
造
駅
舎
、

緑
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
駅
風
景
で
す
。

　「
那
須
さ
ん
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
１
番
が
駅

舎
、
２
番
が
猫
、
３
番
目
が
旦
那
さ
ん
」
と
人
様

に
か
ら
か
わ
れ
る
ほ
ど
、
私
は
子
供
の
頃
か
ら
毎

夏
訪
れ
、
数
々
の
想
い
出
あ
ふ
れ
る
信
濃
追
分
駅

が
大
好
き
で
、
１
９
９
７
年
に
無
人
駅
化
し
た
時

に
は
、
駅
が
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
…
と
、
胸

が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

　『
追
分
の
駅
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
し
ら
？
』

悩
み
続
け
て
８
年
目
、
２
０
０
５
年
の
春
に
チ
ャ

ン
ス
到
来
！

　
暮
し
の
手
帖
社
か
ら
依
頼
さ
れ

て
、
別
冊
『「
あ
た
ら
さ
ん
』
を
創
刊
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
編
集
室
と
し
て
無
人
駅
舎
の
活
用

を
提
案
し
た
の
で
す
。

　「
あ
た
ら
さ
ん
」
と
は
当
時
流
行
語
に
も
な
っ

た
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
古
語
で
、『
私
に
と
っ

「
山
野
草
の
駅
」
を
夢
見
て
、

〈
木
造
駅
舎
〉信
濃
追
分
駅
と

と
も
に
過
ご
し
た
15
年
。

那
須 

由
莉
‥
ら
ぴ
す
舎
・
代
表
／
『
あ
た
ら
さ
ん
』
編
集
室

杉
﨑 

行
恭
‥
写
真

取
材
・
レ
ポ
ー
ト
‥
『
め
づ
る
く
ら
し
』
研
究
会 

編
集
部

信濃追分駅（しなの鉄道線／長野県北佐久郡軽井沢町大字追分）は、1909（明治 42）年に追分仮停車場として現
在より西方に開業。1923（大正 12）年に信濃追分駅となり、駅舎は当時のまま。上・下各ホームにスロー
プ付きの出口がある。向かって左は町の施設で駅舎と勘違いされることも。駅舎との隙間地がアトリエ !?

て
一
番
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
も
の
は
何
？
』
と

自
問
自
答
し
た
結
果
が
信
濃
追
分
の
無
人
駅
舎
で

し
た
。
そ
こ
で
『
も
っ
た
い
な
い
を
具
現
化
し
よ

う
！
』
と
、
し
な
の
鉄
道
か
ら
ホ
コ
リ
だ
ら
け
の

物
置
に
な
っ
て
い
た
駅
長
室
、
炊
事
室
、
宿
直
室

を
借
り
受
け
、
夏
の
間
ス
タ
ッ
フ
が
床
や
窓
を
磨

き
、
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
壁
紙
を
貼
り
、
秋
の
創
刊

と
同
時
に
駅
舎
編
集
室
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

「
停
車
場
規
定
・
５
等
級
２
号
」
の
木
造
駅
舎

　
創
刊
号
が
発
売
さ
れ
た
数
か
月
後
「
駅
舎
の
見

学
を
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
、
東
武
日
光
線
・
下し

も

小ご

代し
ろ

駅
の
保
存
活
動
を
す
る
建
築
士
の
方
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
仕
立
て
て
19
名
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
す
る
と
口
々
に
「
う
ち
の
駅

と
同
じ
間
取
り
だ
！
」
と
言
う
の
で
す
。
持
参
さ

れ
た
図
面
を
見
せ
て
頂
く
と
、
確
か
に
ほ
と
ん
ど

同
じ
間
取
り
で
す
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
鉄
道
が
急
速
に
発
達
し
た

明
治
時
代
の
後
半
か
ら
、
日
本
国
有
鉄
道
で
は
駅

等
級
制
度
を
運
用
、
省
力
化
を
図
っ
て
大
き
な
駅

以
外
の
設
計
は
規
格
化
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
両
駅
と
も
最
下
級
の
「
停
車
場
規
定
・
５
等

級
２
号
」
と
い
う
設
計
図
に
基
づ
い
た
木
造
駅
舎

だ
っ
た
の
で
す
。

　『
あ
た
ら
さ
ん
』
３
号
に
も
掲
載
し
た
下
小
代

駅
は
２
０
０
７
年
、
駅
の
近
く
に
移
築
さ
れ
、
今
は

個
人
所
有
の
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
。
昭
和
初

期
の
地
方
鉄
道
駅
舎
の
好
例
と
し
て
、
開
業
当
時

の
懐
か
し
い
姿
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
オ
ヤ
マ
桜
の
植
樹
祭
か
ら
、
早
15
年

　
追
分
駅
の
魅
力
は
大
正
生
ま
れ
の
木
造
駅
舎
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
を
除
い
た
鉄
道
の
駅

で
は
最
も
標
高
の
高
い
、
ま
さ
に
「
高
原
の
駅
」。

ホ
ー
ム
か
ら
眺
め
る
浅
間
山
の
姿
も
秀
逸
で
す
。

　
小
・
中
学
校
時
代
の
記
憶
と
し
て
、
駅
員
の
方
が

植
え
た
ヤ
マ
ユ
リ
や
ハ
マ
ナ
ス
、
夜
霧
の
中
で
の

月
見
草
の
甘
い
香
り
が
、
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
無
人
駅
と
な
っ
て
か
ら
は
除
草
剤
が
撒
か

れ
、
先
人
が
植
え
た
花
た
ち
の
姿
は
消
え
ま
し
た
。

浅間山の見える駅ホームは、標高 955.6m と、国内の
私鉄では一番、国内では 2 位の最高所駅。正面が浅間山。

（右）人気の観光列車「ろくもん」から新型車両までが走る「しな鉄」。田園風景から山岳背景と、
撮影ポイントが多く鉄道マニアも集まる。（左）★ 先人の植えた樹齢 60 年以上のオオヤマ桜。
濃いピンクの花色と赤味を帯びた若葉が美しい。15 年前に植樹した苗木も花見が出来るまでに。

★‥編集部、撮影


